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理想の未来を叶えられる学校を目指して

「建築を通して	
“まちづくり”に参加する」

愛媛県今治市　今治看護専門学校

Concept
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　1970年に1棟目の校舎を弊社にて設計させていただき、それより約50年

後、再び設計のご依頼を頂きまして、誠にありがとうございました。また、今

回の工事に設計及び監理担当として携われた事を、大変光栄に感じております。

　昨今の社会情勢により、医療従事者の人材不足等が取り沙汰されております

が、この校舎で学んだ多くの学生さんが、ご活躍される事をを心より期待して

おります。

Q新しい建物の感想をお聞かせください。

　既設の2校舎は活かし、白を基調とした新たな校舎が完成しました。学生にとって
安全な耐震構造を備え、明るく充実した学習環境で授業・実習に取り組める校舎とな
りました。
　陽当たりの良い休憩スペースは休憩時間・放課後にはクラスメイトとの交流や自習
等もできる快適な空間となっています。

Q学生さんの評判はいかがですか？

　昨年の4月に新校舎で初めての入学生を迎えました。完成後は高校生・社会人の看
護師を目指す方が学校見学、オープンキャンパスに訪れ、新校舎の環境を気に入って
いただき入学された学生も数多くいます。
　学生は、「校舎は明るく、トイレがきれい」と喜んでおります。各館のフロアは、明
るく開放感があり学生が交流したり、くつろいだりして好評です。

Q弊社スタッフの対応はいかがでしたか？

　計画段階より正岡社長・水崎様・井関様に旧校舎の耐震診断、耐震工事が可能かの
相談から始まり、新校舎の建築を決定した際には、残りの2つの校舎と連結できるか
設計上の確認をしていただきました。建築中は、残った校舎での授業が実施できず、
旧小学校跡の仮校舎（看護実習室、教務職員室等の整備のため改修工事）の設計もお
願いしました。
　また、新校舎、旧校舎改修の設計・監理には「学生にとって充実した教育環境、快
適な校舎」とするため何度も打ち合わせを行い、適切な提案・助言をいただきました。
担当していただいた篠原様には、教員の意見を聞いて便利なように工夫し対応して頂
き、大変お世話になり感謝しております。

お客さまの

声 ［今治看護専門学校　ご担当者様］
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通って良かったと
思える学校づくり
　外壁は白を基調とすることで、清潔感を感じる

すっきりとした仕上がりとし、正面側にはカーテン

ウォールを採用することで、明るく開放的なイメー

ジとなるようにしました。

　また、カーテンウォールの内側は、とても陽当た

りの良い場所となるので、カウンターを設置して授

業間の息抜き、放課後の談笑に利用してもらえる

ように、学生の休憩スペースとしました。

　教室は、階毎に4つの教室を配置し、一部を可

動間仕切りとすることで、フレキシブルな使い方が

出来るようにしました。

　図書室の窓からは、瀬戸内の景色を望むことが

可能で、勉強の合間の癒しとなる事と思います。

本物の技術を学べる
学校づくり
　一般的な学校とは違い、看護に関する様々な模擬演習を行える実習室や、実習

で使用する多数の器材等を出し入れする必要があった為、実習室と器材庫、更衣

室の全てを一つのフロアに配置することで、無駄な移動を減らし、学生と職員の

両方が集中して実習に取り組むことが出来るように配慮しました。卒業後に即戦

力として活躍できるように、母性･小児看護や在宅看護等においても、看護師とし

ての経験豊富な先生と何度も打合せを行い、少しずつ形づくっていきました。

今治看護専門学校 発 注 者：一般社団法人　今治市医師会
延床面積：4,651.88㎡
構　　造：鉄骨造4階建て
施　　工：河上・野間共同企業体

学生休憩コーナー

教　室

図書室

実習室 母性･小児看護実習室 在宅看護実習室

　今治看護専門学校は、今治市医師会様が運営される専門学校です。

　昭和15年に今治産婆看護婦養成所として開設され、昭和46年に現在の今

治市別宮町に今治高等看護学院として新築移転されました。

　今治看護専門学校では「豊かな人間性を養う」「高い教養と専門知識・技

術を習得」「地域社会への看護貢献」という

3つの教育目的を掲げられており、めまぐる

しく変化する医療現場や、地域社会の多様な

ニーズに応えることのできる、看護師を多数

輩出されております。

　現在に至るまでに、2度の増築工事を行い、

同一敷地内で3棟の校舎が建ち並んでおり、

その3棟の中央に位置する旧耐震基準で建築

された最も古い校舎（Ａ棟）を、解体撤去の上、

新築とし、残りの2棟（Ｂ･Ｃ棟）の改修工事

を行いました。


